
仮No 部 担当課等 目　標 基準となる数値等 目標 実績 判定 備考

総合政策課 R4 会議のペーパーレス化
ペーパーレス化による経費の削減量及び
労働時間の減少量

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽによる会議の実施及び
紙資料を使用している会議のﾍﾟｰ
ﾊﾟｰﾚｽ化

年間予定通りに実施
することが出来た｡

◎

R5 会議のペーパーレス化
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化による経費の削減量及び労
働時間の減少量

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化による経費の削減量
及び労働時間の減少量

行政経営課 R4 改善事例の応募件数の増加
改善事例応募課等数：55課
改善事例応募件数：110件
職員提案の周知回数：9回

応募課等数:55課
応募件数:110件
周知回数:9回

応募課等数:52課
応募件数:84件
周知回数:5回

〇

R5
統計調査におけるオンライン回答率
の向上

ｵﾝﾗｲﾝ回答率40% ｵﾝﾗｲﾝ回答率40%

財政課 R4
財政課所管の補助金及び交付金並
びに市債事務において、事業所管
課との情報共有を徹底する。

補助金事務の情報共有：4回程度
年交付金事務の情報共有：4回程度
年市債事務の情報共有：4回程度
年計12回程度/年

補助金事務の情報共有:4回程度
年交付金事務の情報共有:4回程
度
年市債事務の情報共有:4回程度

概ね予定どおりに実
施することができた

◎

R5
財政課所管の補助金、交付金及び
市債事務において、事業所管課との
情報共有を徹底する。

補助金事務の情報共有4回程度
年交付金事務の情報共有5回程度
年市債事務の情報共有4回程度
年計13回程度/年

補助金事務の情報共有4回程度
年交付金事務の情報共有5回程
度
年市債事務の情報共有4回程度

広報広聴課 R4
広報はだのに啓発記事を掲載デジ
タル版広報はだのの作成

啓発記事の掲載回数：23回 23回 23回 ◎

R5
広報はだのに啓発記事を掲載デジ
タル版広報はだのの作成

･啓発記事の掲載回数･当初目標:23回
啓発記事の掲載回数
当初目標:23回

# 秘書課 R4
公用車稼働回数を減らすためのミー
ティング（日程調整等）

ミーティング回数：24回 24回 27回 ◎

R5
公用車稼働回数を減らすためのミー
ティング（日程調整等）

･ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ回数
当初目標24回

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ回数
当初目標24回

#
文書法制課・
選挙管理委員

R4 紙の使用量の削減 紙の使用量：24,800〆
紙の使用量
24,800〆

紙の使用量
20,908〆

◎

R5 紙の使用量の削減 ･紙の使用量20,800〆 紙の使用量20,800〆

人事課 R4
働き方の見直しによる時間外削減施
策の実施

時間外勤務の抑制をするため、月の時間
外勤務時間数が80時間を超える可能性の
ある職員が所属する課の管理職に対し
て、業務の割り振り等について助言や注

年12回 年12回 ◎

R5
・働き方の見直しによる時間外削減
施策の実施

時間外勤務を抑制するため､長時間勤務
が継続する可能性のある職員の所属長に
対して､業務の割り振り等について助言や
注意喚起を行う｡

月1回年12回

# 財産管理課 R4 公用車の低公害車導入を進める 低公害車の導入台数目標数値：8台 8台 8台 ◎

R5
公用車のハイブリッド自動車及び電
気自動車導入を進める

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車及び電気自動車の導入
台数目標数値:4台

4台

#
デジタル推進

課
R4 ペーパーレス会議の実施回数

電子資料に置き換えた会議の回数を評価
指標とする。

4回 4回 ◎

R5 ペーパーレス会議の実施
電子資料に置き換えた会議数を評価指標
とする｡

5回

# 契約検査課 R4 グリーン購入の推進（契約担当） グリーン購入率：100％ 100% 100% ◎

# R4
工事写真の電子納品化の促進によ
る省資源化（検査担当）

　契約金額５００万円以上の工事の完成検
査において、工事写真を電子納品で提出
した工事の割合当初目標５０％

 契約金額500万円以上の工事の
完成検査において､工事写真を
電子納品で提出した工事の割合
当初目標50%

44% 〇

R5 グリーン購入の推進（契約担当） ｸﾞﾘｰﾝ購入率当初目標100% ｸﾞﾘｰﾝ購入率当初目標100%

R5
工事写真の電子納品化の促進によ
る省資源化（検査担当）

契約金額500万円以上の工事の完成検査
において､工事写真を電子納品で提出し
た工事の割合当初目標50%

契約金額500万円以上の工事の
完成検査において､工事写真を
電子納品で提出した工事の割合
当初目標50%

# 市民税課 R4 電子申告の推進 ＰＲ回数：1回(HPによる常時PRを除く。) 1回 1回 ◎

R5 電子申告及び電子納税の推進
･PR回数当初目標2回(HPによる常時PRを
除く｡)

PR回数当初目標2回(HPによる常
時PRを除く｡)

# 資産税課 R4
パソコン等の通信設備の整備に努め
る。

申告数に対する電子申告の割合：40％に
する。

40% 40% ◎

R5
パソコン等の通信設備の整備に努め
る。

申告数に対する電子申請の割合を41%に
する｡

申告数に対する電子申請の割合
を41%にする｡

# 債権回収課 R4
ＳMＳ（ショートメールサービス(以下Ｓ
ＭＳ））の有効利用

令和４年度ＳＭＳ催告件数に対する反応
件数35％を目標とする

①催告件数:2,400件
②反応率:35%

①催告件数:1,522件
②反応率:26%

●
SMSによる詐欺が横行していたため、SMSを
送る職員は消極的に、受け取る市民は警戒
的になっていた。

R5
SMS(ショートメールサービス（以下
SMS））の有効利用

令和5年度SMS催告件数に対する反応件
数30%を目標とする

令和5年度SMS催告件数に対す
る反応件数30%を目標とする

#
市民活動支援

課
R4

秦野市自治会連合会のＩＣＴ活用に
向けた支援

自治会からの申請件数：利用率20％ 20% 10.8% ●

電子申請の仕方がわからない人が多くいる
ことや申請書は電子申請が可能であるが、
請求書は押印した原本の提出が必要である
ことから、窓口での提出を求めており、完全
な電子化に至っていないことが理由として挙

R5
秦野市自治会連合会のＩＣＴ活用に
向けた支援

･自治会の電子申請利用率20% ･自治会の電子申請利用率20%

# 地域安全課 R4
市営自転車駐車場利用希望者全員
の承認

利用申請件数に対する承認者数：100％
（全員を承認）

1 概ね達成できた 〇

# R4

防犯出前講座及び防犯啓発活動の
推進（新型コロナウイルス感染症拡
大に伴い、減少見込み後の目標数
を設定した。）

・出前講座の開催回数（R元年度実績　29
回、R2年度実績4回）・各啓発活動の参加
人数平均（R元年度　実績約63名、R2年度
実績16名）

①10回
②20名以上

①12回
②22名

◎
　新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大に伴い、自治
会等からの依頼が減少したため、目標は達
成できなかった。

R5
市営自転車駐車場利用希望者全員
の承認

利用申請件数に対する承認者数100%(全
員を承認)

利用申請件数に対する承認者数
100%(全員を承認)

R5
防犯出前講座及び防犯啓発活動の
推進

出前講座の開催回数
(R3年度実績6回､R4年度実績12回)
各啓発活動の参加人数平均
(R3年度実績20名､R4年度実績22名)

出前講座の開催回数
(R3年度実績6回､R4年度実績12
回)
各啓発活動の参加人数平均
(R3年度実績20名､R4年度実績

防災課 R4 防災備蓄物品の有効活用
液体ミルク：２０箱（１箱２４食）
離乳食：１２箱（１箱２４瓶）

液体ﾐﾙｸ:20箱
離乳食:12箱

液体ﾐﾙｸ:20箱
離乳食:12箱

◎

# R4 防災備蓄物品の有効活用
当初目標アルファ化米　１２８５０食１食あ
たり１００ｇ

①ｱﾙﾌｧ化米 12850食
②1食 100g

①ｱﾙﾌｧ化米 12850食
②1食 100g

◎

R5 防災備蓄物品の有効活用
当初目標液体ﾐﾙｸ20箱(1箱48食)離乳食
12箱(1箱24瓶､32食)

当初目標液体ﾐﾙｸ20箱(1箱48食)
離乳食12箱(1箱24瓶､32食)

R5 防災備蓄物品の有効活用
当初目標ｱﾙﾌｧ化米13,650食1食あたり
100g

当初目標ｱﾙﾌｧ化米13,650食1食
あたり100g

# 戸籍住民課 R4
個人番号カードの普及促進のため、
「広報はだの」へ情報の掲載による
普及啓発を４回行う。

掲載回数：４回 4回 10回 ◎

R5
個人番号カードの普及促進のため、
商業施設による出張申請を６回実施

掲載回数:4回 6回

#
市民相談人権

課
R4

エシカル消費の普及・啓発の取組を
積極的に行う

2回 2回 ◎

R5
エシカル消費の普及・啓発の取組や
意識時向上に繋がる周知を積極的

2回

# ほうらい会館 R4 施設内での使用水量の削減

平成３０年度実績（588㎥）を基準に館内使
用水量を削減する。
令和４年度1.5％減、令和５年度2％、令和
６年度2.5％減（573㎥）する。

576.2 519 ◎

R5 施設内での使用水量の削減
平成30年度実績(588㎥)を基準に館内使
用水量を削減する｡令和5年度2%減､令和6
年度2.5%､令和7年度3%減(570㎥)する｡

2%減

※　基準達成度100％以上◎　80％以上○（適合）　80％未満●（不適合）
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仮No 部 担当課等 目　標 基準となる数値等 目標 実績 判定 備考
※　基準達成度100％以上◎　80％以上○（適合）　80％未満●（不適合）

令和４年度～５年度　各課等の環境目標及び実績一覧表

# 生涯学習課 R4
目標各種講座等や親子川柳大会事
業の電子申請に係る事業等の件数

評価する指標電子申請事業等の件数：13
件

13件 11件 〇

R5
各種講座等や親子川柳大会事業の
電子申請に係る事業等の件数の増

電子申請事業等の件数･目標12件 12件

生涯学習課
文化財・市史

担当
R4 環境関連事業の実施（年間６回）

年間実施回数
（6回／年）

年6回 6回 ◎

# R4 環境関連事業の実施（年間３回）
年間実施回数
（３回／年）

年3回 3回 ◎

R5 環境関連事業の実施（年間５回）
年間実施回数
(6回/年)

年間実施回数
(6回/年)

R5 環境関連事業の実施（年間３回）
年間実施回数
(3回/年)

年間実施回数
(3回/年)

# 西公民館 R4
・環境講座及びリサイクル講座等の
開設、施策の実施

環境講座等の開設数 年8回 8回 ◎

R5
・環境講座及びリサイクル講座等の
開設、施策の実施

環境講座等の開設数 年8回 8回

# 上公民館 R4 環境講座等の開設 環境講座等開設数 年7回 6回 〇
R5 環境講座等の開設 環境講座等開設数 年間7事業

# 南公民館 R4
環境保護啓発の講座4回開催。（湧
水めぐり、ホタル観察会、落ち葉アー
ト教室、史跡めぐり等）

新型コロナウイルスの状況を見ながら可能
な限り、予定している講座8回を実施する。

4回 4回 ◎

R5
OMOTANでの環境保護啓発の講座
５回開催。（登山、ハイキング、ブ
ルーベリー摘み取り、椎茸の植菌

予定している講座5回を実施 予定している講座5回を実施

# 北公民館 R4 ・環境教育の普及 環境教育講座の開催 1回 ｺﾛﾅで中止 ●

　クリーンセンター見学会は中止となり、当
初掲げた環境目標を達成ができなかった
が、環境教育の普及を環境目標にしていた
ことから、令和４年１２月に環境共生課の協
力により秦野の名水をテーマにしたパネル
展示により、地下水保全等を紹介するなど
環境教育の推進を図ることができた。

R5 ・環境教育の普及
ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ見学会の参加人数
環境学習の機会の提供(関連図書の配置
やﾊﾟﾈﾙ展示)

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ見学会の参加人数
環境学習の機会の提供(関連図
書の配置やﾊﾟﾈﾙ展示)

# 大根公民館 R4 環境講座等の実施 環境関連講座等の数：8件 8件 8件 ◎

R5
自然環境に係る事業、健康増進を
促す事業の実施

関連事業の数9件 関連事業の数9件

# 東公民館 R4 環境講座の開設 計画する講座の開催件数：6件 6件 5件 〇
R5 環境講座の開設 計画する講座(6件)の開催件数 年4回

# 鶴巻公民館 R4 効果的な事業の実施 12回 11回 〇
R5 効果的な事業の実施 ｻﾛﾝ開催年12回

# 本町公民館 R4
生活地域における自然と環境に関
する講座を年間を通して開催する。

計画講座の全開催：3件 3件 3件 ◎

R5
生活地域における自然と環境に関
する講座の開催

計画講座の全開催 年4回

# 渋沢公民館 R4 環境教育の推進 自主講座数 4回
開催2回 2回は雨天･
曇天のため中止

●
自然観察は屋外事業であるため、雨天等に
より2回実施できなかった。屋外事業は雨天
等の場合、中止は避けられない。

R5 環境教育の推進 自主講座数 年5回
# 南が丘公民館 R4 環境関連講座の開催 自然環境観察・リサイクル講座の開設数 4回 12回 ◎

R5 環境関連講座の開催 自然環境観察･ﾘｻｲｸﾙ講座の開設数 年12回
# 堀川公民館 R4 環境学習の推進 環境関連事業の実施回数：年11回 年11回 10回 〇

R5 環境学習の推進 環境関連事業の実施回数年間16回 年16回

#
スポーツ推進

課
R4 スポーツ大会事業の実施 スポーツ大会事業の実施数：6大会 6大会

5大会 1回はｺﾛﾅ接種
期間の為中止

〇

R5 スポーツ大会事業の実施
ｽﾎﾟｰﾂ大会事業の実施数
目標数値:6大会

6大会

# 文化振興課 R4
文化振興課主催事業と宮永岳彦記
念美術館、はだの浮世絵ギャラリー
の展示替えの充実

主催事業及び展示替え：14回 14回 14回 ◎

R5
文化振興課主催事業と宮永岳彦記
念美術館、はだの浮世絵ギャラリー
の展示替えの充実

主催事業及び展示替え予定数14回 14回

# 図書館 R4
資料の除籍推進による、配架資料の
見直し

除籍冊数
約７，０００冊／年
（１５０冊／週ペース）

年7,000冊 年7,000冊 ◎

R5
資料の除籍推進による、配架資料の
見直し

除籍冊数
約7,000冊/年
(150冊/週ﾍﾟｰｽ)

除籍冊数
約7,000冊/年
(150冊/週ﾍﾟｰｽ)

#
地域共生推進

課
R4 エコドライブの推進

今年度：９.７㎞／ℓ燃費(ガソリン１リットルあ
たりの
走行距離)を毎年２％向上する。
【令和４年度実績１０.７㎞／ℓ】

9.7㎞/ℓ 9.7㎞/ℓ ◎

R5 エコドライブの推進 課内研修年2回 課内研修年2回

# 生活援護課 R4 「保護のしおり」の見直し
令和４年度の生活保護申請件数により配
布枚数を算出し、削減枚数を評価とする。

実申請件数と配布量との差
申請件数424件に対
して212枚の配布まで
削減できた

◎

R5 食糧支援事業の実施 食糧支援事業の実施1回 食糧支援事業の実施1回

# 障害福祉課 R4 クールシェルター施設や店舗の増加
クールシェルター施設の推進の実施１施
設増加

1施設 39施設 ◎

R5 電子申請システムの導入 ･電子申請ｼｽﾃﾑの導入 電子申請ｼｽﾃﾑの導入

# 高齢介護課 R4
相談支援事業所１５事業所から１７事
業所に増やす。

相談支援事業所を17に増やす。 17事業者 17事業者達成 ◎

R5
・審査精度の向上に伴う、介護給付
費支給の支給適正化及び業務量の
削減

･過誤及び返戻件数3.0倍(10件/月→30件
/月)･職員の業務従事時間の削減率△
25%(40時間/月→30時間/月)

過誤及び返戻件数3.0倍(10件/
月→30件/月)
職員の業務従事時間の削減率
△25%(40時間/月→30時間/月)

# 国保年金課 R4
国民健康保険税口座及び年金特徴
加入率上昇

口座及び年金特徴加入率当初目標：
62.1％

62.1% 62.5% ◎

# R4
後期高齢者医療保険料口座及び年
金特徴加入率上昇

・口座及び年金特徴加入率　当初目標
90.7％

90.7% 89.5% 〇

R5
国民健康保険税口座及び年金特徴
加入率上昇

･口座及び年金特徴加入率当初目標
62.7%

62.7%

R5
後期高齢者医療保険料口座及び年
金特徴加入率上昇

･口座及び年金特徴加入率当初目標
89.7%

89.7%
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仮No 部 担当課等 目　標 基準となる数値等 目標 実績 判定 備考
※　基準達成度100％以上◎　80％以上○（適合）　80％未満●（不適合）

令和４年度～５年度　各課等の環境目標及び実績一覧表

# 子育て総務課 R4
小児医療費助成事業電子申請促進
プロセス

電子申請の早期導入に向けて準備を進め
る。
導入後は、電子申請利用者数について全

電子申請の早期導入に向けて準
備を進める

令和5年4月1日から公
開が可能

◎

R5
小児医療費助成事業電子申請促進
プロセス

電子申請利用者数について全申請の5%
を目指す｡

5%

#
保育こども園

課
R4

公立こども園保育支援システムの更
なる活用を目指す。

２種類の書類について公立こども園保育
支援システムでの定期配信に切り替える。

2種類の書類のｼｽﾃﾑ切り替え
少し導入が遅れたも
のの2種類とも切り替
えを実施できた

◎

R5
公立こども園の効果的な施設改修を
行う

公立こども園における年間の電気使用量
および請求金額の推移

公立こども園における年間の電
気使用量および請求金額の推移

こども家庭支
援課

R4 個別ケース検討会議の充実
特に児童虐待のリスクが高い要保護児童
等に対する個別ケース検討会議の開催割

85% 94% ◎

R4
乳幼児健診未受診者等の状況確認
調査における確認対象児童への早

確認対象児童に対する状況確認の実施
割合（目標値：100％）

100% 100% ◎

R5 個別ケース検討会議の充実
特に児童虐待のﾘｽｸが高い要保護児童等
に対する個別ｹｰｽ検討会議の開催割合
(目標値:95%)

95%

R5
乳幼児健診未受診者等の状況確認
調査における確認対象児童への早

確認対象児童に対する状況確認の実施
割合(目標値:100%)

100%

# こども育成課 R4
令和４年度末までにＰＣＢを適正か
つ効率的に処分する。

ＰＣＢの処分に向けて、目標説明のとおり
進んでいるかを評価の指標とする。

PCB処分の事務手続き進捗状況
計画どおりに手続きを
実施した

◎

R5 青少年の非行防止に努める。
市内ﾊﾟﾄﾛｰﾙの際の青少年への声掛けし
た人数

市内ﾊﾟﾄﾛｰﾙの際の青少年への
声掛けした人数

健康づくり課 R4
がん検診・市民健康診査における受
診率の向上のための電子申請数の

電子申請数の増加：令和４年度目標1,320
件

1,320件 1504件 ◎

R5
がん検診・市民健康診査における受
診率の向上のための電子申請数の

･電子申請数の増加令和5年度目標1,500
件

1500件

新型感染症
ワクチン接種

推進課
R4

効率的かつ効果的な集団接種会場
の運営により、公用車の使用削減に
努める

集団接種会場運営日数に対する公用車
の使用日数80%を目指す

80% 50%以下 ◎

R5
接種券及び予診票の様式を小児及
び乳幼児を除き、令和5年春開始接
種分から統一する

事業終了時に未使用の接種券及び予診
票が減ることを目指す

事業終了時に未使用の接種券
及び予診票が減ることを目指す

# 環境共生課 R4 エコスクールの実施 エコスクールの実施回数77回 77回 89回 ◎
# R4 くずはの家の自主事業の実施 ・自主事業の実施回数　　83回 83回 88回 ◎

# R4 地下水浄化水量
①地下水浄化施設（1基）60,000㎥
②地下水浄化施設（3基)180,000㎥

①60,000㎥
②180,000㎥

①50,290㎥
②182,483㎥

◎

R5 エコスクールの実施 ･ｴｺｽｸｰﾙの実施回数90回 90回
R5 くずはの家の自主事業の実施 ･自主事業の実施回数85回 85回

R5 地下水浄化水量
地下水浄化施設(1基)60,000㎥地下水浄
化施設(3基)180,000㎥

地下水浄化施設(1基)60,000㎥
地下水浄化施設(3基)180,000㎥

#
森林ふれあい

課
R4

私有林の整備に当たり、里山保全ボ
ランティアによる
事業実施面積の拡大

①実施里山面積：40ha
②実施里地面積：3.77ha

①40ha
②3.77ha

①31.89ha
②3.46ha

〇

# R4
水源の森林地域の整備面積拡大と
水源林管理道整備

・森林整備面積　11.50ha・水源管理道整
備　1,150m

83回 83回 ◎

R5
私有林の整備に当たり、里山保全ボ
ランティアによる
事業実施面積の拡大

･実施里山面積55.98ha･実施里地面積
3.62ha

･実施里山面積55.98ha･実施里
地面積3.62ha

R5
水源の森林地域の整備面積拡大と
水源林管理道整備

･森林整備面積14.11ha･水源管理道整備
1,400m

･森林整備面積14.11ha･水源管
理道整備1,400m

#
環境資源対策

課
R4

可燃ごみの焼却量を減らし、再使用
やリサイクルを推進することで持続可
能な循環型社会の形成を目指す

可燃ごみ量を秦野市ごみ処理基本計画に
定める各年度の推計値を下回る量まで減
量する。

36,699ﾄﾝ 33,185.58ﾄﾝ 〇

# R4
緑豊かな自然環境ときれいで快適な
生活環境を次世代へ継承する

市民を対象としたアンケートで「ポイ捨ての
ないきれいなまち」と思う方の割合を７割以
上とする。

7割以上 0.64 〇

R5
可燃ごみの焼却量を減らし、再使用
やリサイクルを推進することで持続可
能な循環型社会の形成を目指す

可燃ごみ量を秦野市ごみ処理基本計画に
定める各年度の推計値を下回る量まで減
量する｡

可燃ごみ量を秦野市ごみ処理基
本計画に定める各年度の推計値
を下回る量まで減量する｡

R5
緑豊かな自然環境ときれいで快適な
生活環境を次世代へ継承する

市民を対象としたｱﾝｹｰﾄで｢ﾎﾟｲ捨てのな
いきれいなまち｣と思う方の割合を70%以上

70%

# 生活環境課 R4 狂犬病予防注射接種率の向上 注射接種率：70％ 70% 81% ◎

# R4
家庭用小型合併処理浄化槽の普及
台数増加

年間補助件数：2件 2件 2件 ◎

# R4
事業所排水調査及び違反時の改善
指導の実施率

対象事業者の調査及び違反時の改善指
導の実施率：100％

100% 100% ◎

# R4
ゴルフ場農薬調査及び違反時の改
善指導の実施率

対象事業者の調査及び違反時の改善指
導の実施率100パーセント

100% 100% ◎

R5 狂犬病予防注射接種率の向上 注射接種率70ﾊﾟｰｾﾝﾄ 70%

R5
家庭用小型合併処理浄化槽の普及
台数増加

年間補助件数3件 3件

R5
事業所排水調査及び違反時の改善
指導の実施率

対象事業者の調査及び違反時の改善指
導

100%

R5
ゴルフ場農薬調査及び違反時の改
善指導の実施率

対象事業者の調査及び違反時の改善指
導の実施率100ﾊﾟｰｾﾝﾄ

100%

# 産業振興課 R4 荒廃遊休農地の解消 荒廃農地解消面積：30a 30a 32.96a ◎
R5 荒廃遊休農地の解消 32.96a

#
農業振興課
農業委員会

R4
地球温暖化対策に繋がる環境対応
機器設備資金融資制度等のしおりを

配布冊数：500部 500部 500部 ◎

R5
地球温暖化対策に繋がる脱炭素設
備等導入促進資金融資制度等のし
おりを配布。

配布目標500部 500部

# 観光振興課 R4
西庁舎1階共用倉庫の整理を年に2
回実施

整理実施回数
目標年度内に2回実施

年2回 年2回 ◎

# R4 観光地の美化推進

良い問い合わせをプラス、悪い問い合わ
せをマイナスとして計算し、合わせて０以
上を目指す。
市内の豊かな自然環境の保護と観光地等
の不法投棄ごみ年間０を目指す。

良い問い合わせをﾌﾟﾗｽ､悪い問
い合わせをﾏｲﾅｽとして0以上を
目指す

達成できず ●
悪い問い合わせが良い問い合わせを上回
り、０以上は達成できなかった。市内の不法
投棄ごみ年間０は達成できなかった。

R5 観光地の美化推進
観光地での事故発生件数0件を目指す｡
市内の豊かな自然環境の保護と観光地等
の不法投棄ごみ年間0を目指す｡

観光地での事故発生件数0件を
目指す｡
市内の豊かな自然環境の保護と
観光地等の不法投棄ごみ年間0
を目指す｡

# 弘法の里湯 R4 電気使用量の削減 利用者１人当たりの電気使用量 3.12kwh 2.48kwh ◎
R5 利用者1人当たりの電気使用量の削 利用者1人当たりの電気使用量3.12kwh 3.12kwh

はだの魅力づ
くり担当

R4
構想の具現化に向けた関係各課と
の連携

関係各課との打合せ回数 各課との打ち合わせ回数
年間を通して連携を
図れた

◎

R5
構想の具現化に向けた関係各課と
の連携

関係各課との打合せ回数 関係各課との打合せ回数

環
境
産
業
部

こ
ど
も
健
康
部
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仮No 部 担当課等 目　標 基準となる数値等 目標 実績 判定 備考
※　基準達成度100％以上◎　80％以上○（適合）　80％未満●（不適合）

令和４年度～５年度　各課等の環境目標及び実績一覧表

#
まちづくり計画

課
R4 秦野市景観形成基本計画の改定

秦野市景観形成基本計画改定の進捗状
況

秦野市景観形成基本計画改定
の進捗状況

概ねｽｹｼﾞｭｰﾙどおり
改定できた

◎

R5
第８回線引き見直しに係る市案を作
成する

･第8回線引き見直しに係る市案の作成に
向けた確実な履行

5回

# 都市整備課 R4
委託及び工事完成書類における電
子納品化の推進

電子納品化率 52% 52% ◎

R5
委託及び工事完成書類における電
子納品化の推進

電子納品化率
当初目標65.9%

電子納品化率
当初目標65.9%

# 交通住宅課 R4 二酸化炭素排出量の削減
前年度の実施事務事業の二酸化炭素削
減量約55トン（落葉広葉樹約79本分の植
樹量）を指標とする。

55t 50t 〇

R5 二酸化炭素排出量の削減
前年度の実施事務事業の二酸化炭素削
減量約50ﾄﾝ(落葉広葉樹約71本分の植樹
量)を指標とする｡

前年度の実施事務事業の二酸
化炭素削減量約50ﾄﾝ(落葉広葉
樹約71本分の植樹量)を指標とす

# 開発指導課 R4
景観まちづくり条例に基づく良好な
景観の形成

ふるさと秦野生活美観表彰候補件数10件 10件 12件 ◎

R5
昼休み時及び退庁時の不要な電気
設備の消し忘れをしない。

退庁時のﾁｪｯｸﾘｽﾄにおけるﾁｪｯｸ率100% 100%

# 建築指導課 R4
屋外広告物法等を無視した屋外広
告物（立て看板等）の除却を行う。

簡易除却数：70件 70件 70件 ◎

R5
屋外広告物法等を無視した屋外広
告物（立て看板等）の除却を行う。

簡易除却数78件 簡易除却数78件

# 公共建築課 R4 公共工事における環境配慮の実施 環境配慮を考慮した項目の実施率：92％ 92% 97% ◎
R5 公共工事における環境配慮の実施 環境配慮を考慮した項目の実施率92% 92%

# 建設総務課 R4
道路アダプトの団体数の現状を維持
する。

前年度の実績を維持する。 昨年度の実績を維持する｡ 維持できた ◎

R5
各団体へ適切な支援を行い団体数
の現状を維持する。

前年度の実績を維持する｡ 団体数24

建設管理課 R4
計画的な舗装の打換えを行うことに
より、安全で快適な通行の確保及び
生活環境の改善を図る。

3か所の道路舗装工事
年間予定のとおり3か
所の工事を実施する
ことができた｡

◎

R5
計画的な舗装の打換えを行うことに
より、安全で快適な通行の確保及び
生活環境の改善を図る。

4路線

道路整備課 R4
学校周辺の通学路や交通量の多い
道路について歩道を設置するもの。

「秦野市交通バリアフリー基本構想」に基
づく重点整備地区１箇所の整備

1箇所 1箇所 ◎

R5
学校周辺の通学路や交通量の多い
道路について歩道を設置するもの。

｢秦野市交通ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ基本構想｣に基づく
重点整備地区1箇所の整備

｢秦野市交通ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ基本構想｣
に基づく重点整備地区1箇所の

公園課 R4
都市公園等の施設利用者の安全性
及び利便性の向上

長寿命化計画に基づいた遊具等改修工
事の実施。

都市公園等の計画的な更新
計画的な修繕･更新
が実施できた｡

◎

R5
都市公園等の施設利用者の安全性
及び利便性の向上

長寿命化計画に基づいた遊具等改修工
事の実施｡

4か所

#
国県事業推進

課
R4

・公用車の低燃費運転（年平均
15.50km/ℓ以上）（定期的な車両内
の清掃整理、効率的な車両使用の

年間平均燃費目標：15.50/ℓ以上
終礼を実施し、車両使用の効率化・定期
的な車内清掃による車両積載量抑制

15.50/ℓ 15.19/ℓ 〇

R5
１効率的な車両利用の徹底２必要最
小限な積載重量の徹底

年間平均燃費目標を15.5km/ℓ以上車両
使用に係る情報共有の徹底定期的な車
内清掃(不要物の廃棄等)

年間平均燃費目標を15.5km/ℓ
以上車両使用に係る情報共有の
徹底定期的な車内清掃(不要物

# 会計課 R4

・公共料金事前明細通知サービスの
対象拡大、効率的な運用により、伝
票事務処理の削減及び出納審査事
務の効率化を図る

Ｒ４年度対象件数：340件
（令和３年度対象件数：338件） 340件 312件 〇

R5

・公共料金事前明細通知サービスの
対象拡大、効率的な運用により、伝
票事務処理の削減及び出納審査事
務の効率化を図る

R5年度新規追加件数20(令和5年4月時点
対象件数291件)

R5年度新規追加件数20
(令和5年4月時点対象件数291
件)

# 経営総務課 R4 市内小学校での出前講座の開催 出前講座開催数年間目標：7回 7回 10回 ◎
R5 市内小学校での出前講座の開催 出前講座開催数年間目標7回 出前講座開催数年間目標7回

# 営業課 R4
公共下水道普及促進業務の受託事
業者と連携しながら、公共下水道へ
の接続を促進する。

訪問件数目標件数：7,000件 7,000件 9987件 ◎

R5
公共下水道普及促進業務の受託事
業者と連携しながら、公共下水道へ
の接続を促進する。

訪問件数目標件数:10,000件 訪問件数目標件数:10,000件

# 水道施設課 R4
配水管路の耐震化を中心とした整備
を計画的に行う

基幹管路の耐震化率：46.7％ 47% 106% ◎

# R4
漏水箇所の早期発見に努め、安全
な水道水を安定供給する。

①漏水調査実施距離当初目標：86.6km
②漏水修理対応率当初目標：100％（対応
件数／漏水発見数）

①86.6km
②100%

①86.6km
②100%

◎

R4

水道法及び同規則等で定められて
いる水質基準の順守と水道水質管
理要領で定めた要監視基準値をもと
に、より安全な水道供給を目指す。

水質基準の順守100％
毎月の水質検査の実施と検査数値の確認

100% 100% ◎

R5
配水管路の耐震化を中心とした整備
を計画的に行う

全管路の耐震化率26.4% 全管路の耐震化率26.4%

R5
漏水箇所の早期発見に努め、安全
な水道水を安定供給する。

①空気弁漏水調査実施箇所当初目
標:500箇所②漏水修理対応率当初目
標:100%(対応件数/漏水発見数)

①空気弁漏水調査実施箇所当
初目標:500箇所②漏水修理対応
率当初目標:100%(対応件数/漏

R5

水道法及び同規則等で定められて
いる水質基準の順守と水道水質管
理要領で定めた要監視基準値をもと
に、より安全な水道供給を目指す。

水質基準の順守100%毎月の水質検査の
実施と検査数値の確認

水質基準の順守100%毎月の水
質検査の実施と検査数値の確認

# 下水道施設課 R4 下水処理の水質管理技術の向上
①放流水BOD値上限：10mg/L
②放流水T-N値上限：15mg/L

①10mg/L
②15mg/L

①10mg/L
②15mg/L

◎

R5 下水処理の水質管理技術の向上
放流水BOD値上限:10mg/L放流水T-N値
上限:15mg/L

放流水BOD値上限:10mg/L
放流水T-N値上限:15mg/L

# 議事政策課 R4
電子化の促進・議員のタブレット端
末操作技術のレベルアップ

①全議員（24名）がクラウド上の必要な資
料を引き出すことが出来る
②議会内会議参加者資料のペーパーレ
ス化率が90％以上である。

①全議員:24名
②90%

①全議員:24名
②89.2%

〇

R5
電子化の促進・議員のタブレット端
末操作技術のレベルアップ

全議員(24名)がｸﾗｳﾄﾞ上の必要な資料を
引き出すことが出来る
議会内会議参加者資料のﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化率
が100%である｡

全議員(24名)がｸﾗｳﾄﾞ上の必要な
資料を引き出すことが出来る
議会内会議参加者資料のﾍﾟｰ
ﾊﾟｰﾚｽ化率が100%である｡

監査事務局 R4 被監査側の業務量の削減 監査結果における指摘件数：14件以内 14件以内 3件 ◎

R5 被監査側の業務量の削減 被監査側の業務量の削減
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仮No 部 担当課等 目　標 基準となる数値等 目標 実績 判定 備考
※　基準達成度100％以上◎　80％以上○（適合）　80％未満●（不適合）

令和４年度～５年度　各課等の環境目標及び実績一覧表

# 教育総務課 R4 小・中学校校舎等照明設備ＬＥＤ化
導入後の使用電力量（全体）削減率
①小学校：33％
②中学校：54％

削減率
①33%
②54%

削減ができなかった ●

　半導体不足による生産の遅れ等の影響に
より、一部の器具の調達に時間が掛かり、３
月まで未施工箇所を残すこととなった。ま
た、空調使用の増加等の要因もあり、使用
電力量は、前年度比で小学校101％、中学
校102％となり、削減に至らなかった。

R5
小・中学校校舎等照明設備ＬＥＤ化
に伴う使用電力量の削減

導入後の使用電力量(全体)削減率小学校
33%中学校54%

導入後の使用電力量(全体)削減
率小学校33%、中学校54%

#
学校教育課
教職員課

R4 学校給食における残食量 前年比で減少 前年比で減少 減少できず ●

新型コロナウイルス感染症対策の影響で、
喫食後のおかわりができない状況があった
ことが原因として考えられる。引き続き食品ロ
ス対策に取り組んでいく。

R5 学校給食における残食量 前年比で減少 前年比で減少

#
教育指導課
教育研究所

R4 「エコキッズはだの」推進プロセス

秦野市独自の「エコキッズはだの」に対す
る理解を深
め、事業効果をＰＲする。
事業の実施内容を見直し、ＩＣＴの活用も
視野に入れた
事務負担の軽減を図る。
秦野市「環境基本計画」を意識した取組み
となるよう
子どもの意識変容を指標とする。

地域や市民へ広く環境配慮行動
が普及されることになる

園小中が一貫して環
境活動に取り組んで
いるとともに､PDCAｻｲ
ｸﾙを盛り込み､活動内
容の改善も継続的に
行っている｡

◎

R5 「エコキッズはだの」推進プロセス

秦野市独自の｢ｴｺｷｯｽﾞはだの｣に対する
理解を深
め,事業効果をPRする｡
事業の実施内容を見直し､ICTの活用も視
野に入れた
事務負担の軽減を図る｡
秦野市｢環境基本計画｣を意識した取組み
となるよう
子どもの意識変容を指標とする｡

年間予定に則った事業の実施

# 消防総務課 R4
・災害対応能力の向上を図り、災害
発生時の受傷事故防止及び被害軽
減につなげる。

専科課程、研修への参加回数及び参加
人数

①30課程(研修)
②260名

①28課程(研修)
②246名

〇

R5
災害対応能力の向上を図り、災害発
生時の受傷事故防止及び被害軽減
につなげる。

専科課程､研修への参加回数及び参加人
数
28課程(研修)､246名

28課程(研修)､246名

# 警防課 R4 火災件数の削減を目的とした啓発活 啓発活動：7回 7回 7回 ◎

R4
消防団員への研修を実施することに
より、災害対応能力の向上を図り、災
害発生時の被害軽減につなげる。

研修会の回数及び研修受講者数研修会
３回、受講者数１６６名

①年3回
②166名

①年2回
②118名

●
台風接近の影響で機関員講習会が未実施
であり、当初の受講者数に満たなかった。

R5 火災件数の削減を目的とした啓発活 啓発活動7回 啓発活動7回

R5
消防団員への研修を実施することに
より、災害対応能力の向上を図り、災
害発生時の被害軽減につなげる。

研修会の回数及び研修受講者数
研修会5回214人

研修会の回数及び研修受講者
数
研修会5回214人

# 予防課 R4 分かりやすい書庫 作業回数（毎月2回） 2回 2回 ◎

# R4
防火対象物台帳・危険物施設台帳
のスリム化

・防火管理台帳等の整理：2,000件(令和4
年度)

2000件 2237件 ◎

R5 電子申請の推進
･配布したﾁﾗｼの件数･電子申請の受付件
数･消防同意の電子申請受付開始

配布したﾁﾗｼの件数･電子申請
の受付件数
消防同意の電子申請受付開始

情報指令課 R4
火災件数の削減に向けた啓発活動
（乾燥・強風時等における火災警戒
広報の実施）

本年度、月々の件数を表示
(例)４月１件に対し１回実施＝１回

2件 2件 ◎

R5
火災件数の削減に向けた啓発活動
（乾燥・強風時等における火災警戒
広報の実施）

･本年度､月々の件数を表示(例)4月1件に
対し1回実施=100%

100%

消防管理課
警備第一課・

第二課
R4

各種災害活動から消防活動を安全・
確実・迅速に対応し、災害による被
害を軽減することを目標とする。

警防訓練月間結果報告書による報告：年
４回（四半期毎）

年4回 年4回 ◎

R4
　１０代の応急手当講習会受講人数
及び応急手当実施率の向上

　総合計画はだの２０３０プラン前期基本計
画に準じ、年間受講者数３，０００人及び受
講者数のうち、１０代の受講者数３８５人と

10代受講者385名 10代受講者674名 ◎

R5
10代の応急手当講習会受講人数及
び応急手当実施率の向上

総合計画はだの2030ﾌﾟﾗﾝ前期基本計画
とに基づき､年間受講者数3,000人及び受
講者数のうち､10代の受講者数を420人と
する｡

総合計画はだの2030ﾌﾟﾗﾝ前期
基本計画とに基づき､年間受講
者数3,000人及び受講者数のう
ち､10代の受講者数を420人とす

R5
各種災害活動から消防活動を安全・
確実・迅速に対応し、災害による被
害を軽減することを目標とする。

警防訓練月間結果報告書による報告年4
回(四半期毎)

警防訓練月間結果報告書による
報告
年4回(四半期毎)

本署 R4
各種災害活動から消防活動を安全・
確実・迅速に対応し、災害による被
害を軽減することを目標とする。

警防訓練月間結果報告書による報告：年
４回（四半期毎）

年4回 年4回 ◎

R4
　１０代の応急手当講習会受講人数
及び応急手当実施率の向上

　総合計画はだの２０３０プラン前期基本計
画に準じ、年間受講者数３，０００人及び受
講者数のうち、１０代の受講者数３８５人と

10代受講者385名 10代受講者431名 ◎

R5
10代の応急手当講習会受講人数及
び応急手当実施率の向上

総合計画はだの2030ﾌﾟﾗﾝ前期基本計画
とに基づき､年間受講者数3,000人及び受
講者数のうち､10代の受講者数を420人と

10代の受講者数を420人とする｡

R5
各種災害活動から消防活動を安全・
確実・迅速に対応し、災害による被
害を軽減することを目標とする。

警防訓練月間結果報告書による報告年4
回(四半期毎)

警防訓練月間結果報告書による
報告
年4回(四半期毎)

西分署 R4
各種災害活動から消防活動を安全・
確実・迅速に対応し、災害による被
害を軽減することを目標とする。

警防訓練月間結果報告書による報告：年
４回（四半期毎）

年4回 年4回 ◎

R5
各種災害活動から消防活動を安全・
確実・迅速に対応し、災害による被
害を軽減することを目標とする。

警防訓練月間結果報告書による報告
年4回(四半期毎)

警防訓練月間結果報告書による
報告
年4回(四半期毎)

大根分署 R4
各種災害活動から消防活動を安全・
確実・迅速に対応し、災害による被
害を軽減することを目標とする。

警防訓練月間結果報告書による報告：年
４回（四半期毎）

年4回 年4回 ◎

R5
各種災害活動から消防活動を安全・
確実・迅速に対応し、災害による被
害を軽減することを目標とする。

警防訓練月間結果報告書による報告年4
回(四半期毎)

警防訓練月間結果報告書による
報告
年4回(四半期毎)

南分署 R4
各種災害活動から消防活動を安全・
確実・迅速に対応し、災害による被
害を軽減することを目標とする。

警防訓練月間結果報告書による報告：年
４回（四半期毎）

年4回 年4回 ◎

R5
各種災害活動から消防活動を安全・
確実・迅速に対応し、災害による被
害を軽減することを目標とする。

警防訓練月間結果報告書による報告年4
回(四半期毎)

警防訓練月間結果報告書による
報告
年4回(四半期毎)

鶴巻分署 R4
各種災害活動から消防活動を安全・
確実・迅速に対応し、災害による被
害を軽減することを目標とする。

警防訓練月間結果報告書による報告：年
４回（四半期毎）

年4回 年4回 ◎

R5
各種災害活動から消防活動を安全・
確実・迅速に対応し、災害による被
害を軽減することを目標とする。

警防訓練月間結果報告書による報告年4
回(四半期毎)

警防訓練月間結果報告書による
報告
年4回(四半期毎)
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